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第 12 回若年者ものづくり競技大会参加報告 
黒滝 稔†・玉川 邦夫†・大黒 正敏†† 
 
Report on participation of the 12th Youth Monozukuri Skills Competition   
Minoru KUROTAKI † ? Kunio TAMAKAWA†? and Masatoshi DAIKOKU †† 
 
ABSTRACT 
The Youth Monozukuri Skills Competition is annually held for the purpose of improving skills for young 
technicians targeting under 20 years old. This competetion is cohosted by the Ministry of Health, Labor 
and Welfare and the Central Vocational Ability Development Association. One of our junior students 
attended the compettition and this paper reports its training procedure and results. 
 






































   
平成 30 年 1 月 9日 受付 
 † 工作技術センター・工師 
 †† 工作技術センター・所長 
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練習するが、今年度は 6 月 26 日に課題が公表さ
れ、8月の大会まで約 1か月、集中して練習を行
った。?
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（Bグループ 1名欠席で 7名で実施） 










? ? ～16：40? 材料の回収 
? ? ～17：20? 清掃・解散 
 
8月 2日（水） 
8：00? 名古屋高等技術専門校に到着? ? ? ? ? ? ?
8：30? 選手受付 
8：40? 競技準備（付添人は退場） 
9：00～12：00? Bグループ競技開始? ?  
? ?   ～12：18? 学生競技終了 
（付添人 1名? 写真撮影可） 

































































































（Bグループ 1名欠席で 7名で実施） 





















競技は、標準時間 3 時間（打ち切り時間 3 時
間 30分）で、作品は組立精度 20％、部品寸法精
度 45％、できばえ 35％で評価される。また、標
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要? 旨 
20歳以下を対象にした若年技能者への技能向上を目的として、若年者ものづくり競
技大会がある。この大会は、若年者に対する意識を高め、一人前の技能労働者に育成
していくため、技能レベルを競う場として厚生労働省及び中央職業能力開発協会が主
催している。本報告は、その訓練と結果について報告するものである。?
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